
別図第五号　伝送映像信号における帯域圧縮前の標本点と帯域圧縮後の標本点の位相関係(第9条第8項関係)
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　注1　伝送色信号における・はCR信号の標本点、[image: image2.png]


はCB信号の標本点とする。

　　2　図は、映像フレーム間オフセットサブサンプリングにおいて伝送される標本点が次の各条件を満たす場合による例示である。

　　　(1)　奇数番号の水平走査期間に伝送される伝送輝度信号の標本点が画面上で左の標本点に対応すること。

　　　(2)　その番号の2分の1(端数切捨てとする。)が奇数である水平走査期間に伝送される伝送色信号の標本点が、第1フィールドにおいては画面上で左の標本点に対応し、第2フィールドにおいては画面上で右の標本点に対応すること。


